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1．序

　　
『米欧回 覧実言己・ は 渡 量衡 （舶 い う調 蝉 位 と標準）の 駛 的研究の た め の 鰍 と して 出

色の 価値を備 えて い る 。

　
そ もそ も こ の

『実記』 は
、 諸国の 地勢 ・風土 ・物 産な どの

“

数量
”

的 な記載 を豊富 に 含む点 で も
類例 の 稀 な資料で あ る が ・量的 な言己載 の 充薙 縞 め ら れ 腰 因の

一
つ は 渡 量衡 の 取扱い の 周到

さにあ っ た と言 え る 。 そ の 意味の 周到 さ を端的 に 証 明する の は
、 次の 二 項で ある 。

1） 冒頭 の
「
例言・ の 終段で ・ 6囎 を も充て て 諸 国 の 腿 鮒 度 の 翻 を論言平し、加 え て

、 そ

　
れ ら の うち の 主流的 な い くつ か の 制度の 相互 関係 を列挙 して い る こ と

。

2） 回 購 国中 の 過半の 国躙 す る 「総説 ・ で 、 その 国 の 皹 衡 を、他国 と の 比較も交 えつ つ 凄
　 約 して い る こ と 。

　
こ うし た周到 さ は 、そ れ 自体、

”
ある

”
時代 の 度量衡 の研究 に と っ て 貴重な もの で あるが 、『実記』

の 場合・その 成立の
“
醐

”
に も特段の 讖 が認め られ る ． なぜ ならば それ は 、次 の 二 項に示す と

お り、日本お よび世界の 度量衡の 歴 史の ハ イ ラ イ トの 時に符合 し て い る か ら で あ る 。

3） 回覧お よ び編修の 期 P・7・＊’

が 、 明治 以後 の 我 が 国の 新 し い 皹   度 の 整備開始期 哈 致 し て
　 い る こ と 。

4） 編修 の 鯛 ＊ ’が ・堺 皹 駛 上 で 最 も湘 され る べ き ・
メ
ー

ト ル条約、 蹴 （1875 （明治 8）
　年）の 直前 ・直後 の 時期に 相当 して い る こ と

。

　　　　　
＊ 1 ．回　　覧 ：1871（明治 4 ）年12月 〔太陽暦〕

　　　　　　　　　　　　
− 1873（明治 6）年 9 月

　　　　　　　　
「例言」 の 日付 ：1876 （明 治 9 ）年 1 月

　　　　　　　 編修完了 ：1877（明治 10）年 1 月

　　　　　　　 初版刊行 ：1878（明治 11）年 12月
本稿は ・上述 1）・ 2）の 意 味で の 特徴 白勺な瀕 を抽 出 ・分析 し

、 また 3）、4＞の 意味で の 重要事
項 を選択 ・

吟味 し よ う と す る もの で あ る 。

2 ． 『実記 』 に おける度量衡の取扱 い 一 構想 と成果

　
『実記 』

「
例言 」 の 度量 衡の 記述 は 、以

一
ドの よ う に 始め られる 。

　　各国齷 衡 ノ 製 ＊2 タ ル ・髄 一
ナ ラ ズ 、編 中 ・ 計数、務 ・ テ 帰一

・ 要 ス レ トモ
、 反テ 紛冗 。

　　繁ク ス ル ヲ 免 レ ス 、

　　　　　
＊ 2． 厂

制」 か ？ 〔高田 ・所見〕

　
さ て 、容易 に 推察さ れ る と こ ろ で ある が 、

こ の 回覧の 当時 の 米欧で は、度量衡 史1）に言 う 「単 位
は 国ご と に ・ 州 ご と に の み な らず・町 ご と に ・ 村 ご と に 異 ・ て い た、 日寺代 か ら の 脱却 は半ば達成 さ
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れ州な い し国 ご と の 度量衡は ほ ぼ統
一

され て きて い た もの の 、それ ら の 国 際統一へ の 道は なお 険 し

い 情況に あ っ た。

　その 間に あ っ て事物記載 の
’‘
数量

”
的精細 さを志 向 し た 『実記 』 編者は、た ち ま ち、大 きな困難

に直面する こ とに なる 。 最 も具体的 な事例 は
“
旅程

”
の 表現で あ っ て 、 サ ン フ ラ ン シ ス コ か らサ ク

ラ メ ン トへ （第 5巻）、ロ ン ドン か ら リ ヴ ァ プー ル へ （第 26巻）、パ リ か ら フ ォ ン テ ン ブ ロ
ー

へ （第

46巻〉、ベ ル リ ン か ら国境 エ イ トコ
ーネン へ （第60巻）そ の ほ か随所 に見 ら れ る 道の りの 数値を ど

う表わすべ きか
＊ 3で さえ 、 容易に は判断 し が た い

。

「
例言」 は 直 ち に そ の 事情 を訴 え る

一

　　里程 ヲ記 ス カ如キ 、英 ノ ニ
「
マ イ ル 」 ヲ 改算 シ テ 、我二 十 八 町余 ト記 ス ル モ 、事実 二 益少 ク 、

　　反 テ奇零 ヲ生 シ、字数 ヲ多 ク シ テ 、 実際 二 反 テ迷誤ヲ滋 ク ス ル ヲ免 レ ス
、 然 レ トモ 乂 米英 ニ テ

　　ハ 、英 「マ イ ル 」 ヲ 用 ヒ 、仏 ニ テ ハ 「キ ロ メ ー トル 」 ヲ 用 ヒ、独逸 ニ テ ハ 独逸 ノ
「

マ イル 」 ヲ

　　 用 フ レ ハ 、亦是繁冗ナ リ、

　　　　　＊ 3 ．ちな み に 、 旅中 の 見聞 も精叙 し た こ と で 知 られ る 後年の 森鴎外 『独 逸 日記』 も、

　　　　　　 自然
・人事の 列挙に はす こ ぶ る熱心 だが 、旅程 そ の 他の 数字 を掲げる こ とは少な い

。

　こ の よ うな事態 に処する た め 、『実記』 編者は 、こ と旅程 に 関する 限 り 、 極め て 実務的 な 決断 を

した 一

　　故 二 、路程 ノ如 キ、必 ズ シ モ 精算 ヲ要セ サ レ ハ 、英書 ヲ検 シ 、其記 セ ル 所 ノ 英里 ヲ引用 セ リ、

　 こ の 処置は 、結果 と し て 適切で あ っ た と言 え る 。 なぜ な ら ば
、
こ の 岩倉使節団 の 帰国の 2 年後 （1875

年） に メ ー トル 条約が 締結 さ れ はす る （仏独 米西伊 を含む 17国 ＊ 4
）が、メ ー トル 系度量衡 （お よ

びそ の 拡大整備版で ある 国際単位系）の 全地球的な普及は 1 世紀後の 現今な お 貫徹 さ れ ず、英国系

　（ヤ
ー

ド
・
ポ ン ド法）度量衡 の 流通度 は依然 と して 高 い か ら で あ る 。

　　　　　 ＊ 4 ．英国の 加盟 は 1884（明治 17）年 。

　　　　　　　　日本の 加盟 は 1885（明治 18）年 。

　なお 、上 に引用 し た 「英書 ヲ検シ 」 に 続 い て 「各国 ニ テ案内記引札等 ノ如キ モ 英 ノ訳文 ヲ購 ヒ 参

考 ス 」 と もある が、い ずれ も、使節団 また は編者 の 語学選好が 英語 に 傾 い て い た こ と の 証明 と解す

べ きで は な く、む し ろ
、 英国系度量衡優位へ の 対応 策か ら出た も の と解す べ きで ある 。

　 と こ ろ で 、 『実記 』 に お ける 数量 的な記載の 対 象は 、 旅程の ほ か 、誠 に広 い 範囲に亙 っ て い る 。

そ の 種の 数値に よ っ て どれ ほ ど臨場感が高 め ら れ る か は
、 次例

一つ で 立証 さ れ る で あ ろ う （現代の

語法 ・記法に よる箇条書 き の 形 に変更 して 引用）。

　　 ベ ル ギー ・リ ッ チ の 製銕場 （第 50巻）

全場 の 地

大 きなハ ン マ
ー

蒸気輪

炭層の 厚 さ

地 　底

192エ ーカ ーす なわ ち78町ほ ど

15 トン

300− 4800馬力

1 メ
ー

トル

600ヤ ー
ドす なわ ち330間

　し か し 、
こ の 記述 に接 する 人 は 、臨場感 と裏腹 に歯が ゆ さを覚えざる を得 な い で あ ろ う 。 そ し て 、

こ こ に用 い られ て い る 度量 衡は
一体 どの よ うな原理で選 ばれ た の か と、疑問 を投 げか け た くな る で

あろ う 。

　極め て 正 当な疑問で あ るが 、実はそ こ に
“
度量衡史

”
の 課題 の典型例 が 現わ れ て お り 、 同時 に 『実

記 』 編者 の 周到さが現 わ れ て い る 。 す な わ ち、一面か ら言 えば当時の 世界度量衡は こ の 例 に 見 ら れ

る 程度 を遙 か に越 えた錯雑 さ を呈 して い た の で あ り、他面か ら言 え ば 「実記 』 編者 は 、 少なか らぬ

見識 と英断 をも っ て 、錯雑 さ の 中に 系統的な筋道 をつ くり出 した の で あ る 。

　
「例言 」 は 宣言 す る

一

　　編 中ノ度量衡 ハ 、英仏 ノ両制 ヲ 以 テ 記 ス ル モ ノ 多 シ、其数 ヲ 我度量衡 二 比較 シ タ ル ハ 、世 二 単

一 28 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Historioal 　Metrology 厂　Japan

　　行本多ケ レ トモ
、 大抵編 中 ノ記実 ハ

、 精数 ヲ詳査 ス ル ヘ キ モ ノ少 久 却テ 其約数 ヲ 較算 シ テ 、

　　心境 二 存 ス ヘ キ モ ノ 多シ、約 数 ノ 見渡 シ ハ 、読書 ノ 要領 ナ レ ハ
、 此 二 其一斑 ヲ表明セ ン、

　 こ の
“
構想

”
は 、編 者の博 覧 と 批 判精神 と プ ラ グマ チ ッ ク ＊5 な実務感の 三 者 の 融合点に 成立 した 、

ぎりぎ りの 解決策で あ っ た と 言え る 。 当時す で に度量衡便 覧の た ぐい は内外 に流布 して い た け れ ど

も 、 考証的に 過 ぎる もの 、現実離れ し た桁数の 値 を羅列 する も の も多か っ た
。

『実記』 編者は 、

『実
記』 の 目的に 最 もふ さ わ し い 度量衡 の 取扱 い の 方針 を み ず か ら正 しく探 りあて た 、と評す る こ と が
で きる 。

　　　　　
＊ 5 ．編 者 ・久米邦武 の 用語 で は 「プ ラチ ッ ク」 （「例言」）、

「
プ ラ チ カ ル 」 （第93巻）に あ

　　　　　 　　 た る か ？

「
例 言・ は ・そ の あ と ・

「距綴 ・・
「
平方尺 ・、

「立駅 ・、・繭 、 の 見出 し の も と に そ れぞ 帳 さ、
面積、体積、質量 の 各国単位を概報 し、相互 閧係 を総括 する （それ ら の うち 、 科学史的に 重要な も
の に つ い て は 、後段 3 ．で 考察す る ）。

　加 え て 「例言・ は ・繊 ・ 温度 の 表現 お よ び数の 位耽 の こ とに 触れ て い る の で
、

こ こ で 騨 に

検討 して お く。

　盤 に つ い て は ・ 姻 「
グ リ

ー
・ 二 ・ チ ・ によ る も の が 噴 し て採 用 され て v ・る 。 躰 の 皹 省

が
「
グ レ ン ウ

ー
チ 」 を初度と する と決定 した の が 1872 （明治 5 ）年で あ る こ とか ら見 て 、

『実記 』

の こ の 処置 は納得 で きる も の で ある 。ただ し、「例 言 」 に 「東京 ヲ 零度 トナ ス
」 の が

「
体裁 二 於 テ正」

と もあ り、ま た 当時の 日本製世界地図 が必ず し も満足 す べ きも の で な か っ た こ と な ど もうか が わ れ
て 、興味深 い

。

温度 の 表現 に つ い て は ・ハ ー レ ・ ヘ ー ド、サ ・ ジ グ ラ ー
ド、レ オ ム ル ・・の こ とを列挙の の ち 、

・温
度 ハ 精密 ヲ 要 ス ル モ ノ ナ レ ハ

、 改算反 テ誤 ラ ン コ トヲ 恐 レ
、 某氏 ノ某度 ト書 ス 」 と慎重 を期 し て い

る ・ た だ し ・

「
転 ノ度 ハ ・我邦 二 普通 ナ ル ヲ 以 テ 、……直謀 度 ト書セ 噺 ア リ、 と して い る ・ ・

。

　　　　　
＊ 6 ，お の お の Fahrenheit，　centigrade ，　Reaumur．　F．に対す る 「ハ li氏 、

　 R に 対 する
「
レ

　　　　　　　オ ミニ
ュ
ー

」 と い っ た記法 も見 ら れ る 。 実際 の 数値で は 「
ハ

」 氏 に よ る も の が圧 倒

　　　　　　　的 に 多 い 。

「セ 」 氏 は、イタ リ ア の 記事 （第76巻）で は 独立 に用 い られ 、 地中海 の

　　　　　　 記事 （第94巻）お よ び ベ ン ガ ル 海以東の 帰路の 記事 （第 98〜99巻） で は 「ハ
」 氏 と

　　　　　　 併用 され る 。

　　　　　　　
「
サ ン ヂ グ ラ ー

ド」 （例言）、 「
サ ン ヂ グ ラ ー

ト」 （第41巻）、
「
サ ン チ グラ

ー
ト」 （第

　　　　　　 78巻）を語義上 で 正 し く 「百度表」 と理解 して い な が ら、「
サ ン ヂ グ ラ ー

ド氏」 （
「
例

　　　　　　 言 」） と人名扱 い し て い る の は 面 白い
。 本来 の 人 名つ ま り centigrade 目盛 の 創始者

　　　　　　　と さ れ る Celsiusの 名 は 、一
度 も現わ れ な い

。

　　　　　
＊ 7 ．第41巻 の フ ラ ン ス 総説で は 厂

日本 二 於 テ ハ
、 早 ク独逸発明 ノ

「
ハ ー レ ン ヘ イ ト」

　　　　　　 ヲ伝 エ テ
、

ソ ノ 度 ヲ以 テ寒暑表 ノ通法 ノ 如 ク思 ヘ リ」 と あ り、蘭学の 影響下 に あ っ

　　　　　　 た 日本で 早 くか ら Fahrenheit温度 目盛が 優位 を占め て い た こ と の 反 映を留め る と 共

　　　　　　 に 、

「
欧州 二 於 テ ハ 、百度表重 二 行ハ レ……

」 と も述 べ て 注意 を促 して い る 。

　
「
例言」 の 終段は 、数の 位取 りの 問題 に充 て られ て い る 。 漢文脈の 「

四位進」 すな わ ち万 、 億・・．
… と区切 る方法 と 、

「
西洋 ノ式」 で あ る 「三 位進 」 の 方 法 と の 比 較考量 の 結果 と して 、 三 位進 は我

が国 で の 称呼 と一致せ ず 「数 名 ヲ 紛 烈 シ 、眉 目 ヲ 乱 ル 」 か ら敬遠 し、専 ら四位進 を採用す る と明言
して い る 。

　三 位進 の 説 明 の 中に は 、「
千位」 が 「ギ リ

ー
キ の キ ロ ＊ 8、英 ノ ソ

ーセ ン ト＊9
」 に 当た る こ と の 注

釈 も付せ られ て い る 。

　　　　　＊ 8 。英語綴 りで kilo．

　　　　　＊ 9．英語 の thousand ，
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　 「
例 言」 最終段 は 度量衡で の 位取 り を論 じ た も の で あ り 、 フ ラ ン ス の

「自然度」
＊ loで は十 位ご

とに デ カ 、ヘ ク ト、キ ロ の ギ リシ ア 語 を加 え、小数 はデ シ 、 サ ン チ 、 ミリの ラテ ン 語 を加 え て
「
分

別」 す る こ とが で きる か ら、「記憶 シオ クヘ シ 」 と勧告 し て い る 。
つ ま り、今 日の 国際 単位系 （Sl）

で 16個 も導入 さ れ て い る こ の 種 の 単位 「接頭語 」 の うち基本的 な 6個 が、
「
例言 」 で 、語源 と もど も、

好意 を も っ て迎 え られ て い た こ とが解 る 。

　こ うし て 『実記』 編者は 、 数 の 位取 り に お い て 東洋式 を優先 させ る 反面、単位接頭語 に 関 し て は

西洋式 に 接近 し た の で あ っ た 。こ の よ うな選択 も また歴 史研究 の 素材 の 意味を もつ
一

現代日本

にお い て 、数 の 位取 りと記法が
“
四位 進

”
と

“
三 位進

”
の 併用 の 姿に あ る こ と、SI単位接頭語16

個 の 過半が 日常 に 見聞 さ れ る よ う に な っ た こ とは 述べ る まで もな い が 、そ の 間、例 えば昭和初期 に

は
「
メ
ー

トル法 を使 え と言 わ れ て もギ リ シ ア 、ラテ ン まで 勉 強させ られ て はか な わ ぬ 」 と い
っ た、

へ 理屈 も横行 した の で あ っ た 。

　　　　　＊ 10．「 自然度」
へ の 振 り仮 名

「
ナチ ュ

ー
ル ト

ー
マ ス 」 （例言）お よ び

「
自然尺 」

へ の振

　　　　　　 り仮 名
「
ナ チ ュ

ール マ ース
」 （第41巻） は

、 オ ラ ン ダ語 （natuurmaat な ど）か ら の

　　　　　　 もの と推察 さ れ る。 メ
ー

トル系の 単位 を こ の よ うな 自然科学的特徴付 けの も とに理

　　　　　　 解す る の は、明治初期に は 、 少数の 関係者 を別 とすれ ば 、 稀に しか見 ら れ ぬ 卓説 で

　 　 　 　 　 　 あ っ た 。

3 ．『実記』 所載の明治初期 日本の単位 とメ ー トル 系の単位

　本稿 L の 3），
4）で 指摘 し た と お り、『実記』 の 編修期 は 、一面 に お い て 明治初期 日本の 新

・

度量衡制度の 整備 時代 にあ た り、他面に お い て メ ー トル 系単位が グ ロ ーバ ル な関心 の 対象 に な り始

め た時代にあ た っ て い た 。 時代区分 の 上 で の こ の よ うな対応 が
『
実記』 所載事項 の 中に どの よ うに

顕現 し て い る か 、以下、数字 を交え つ つ そ の 点 を吟味する 。 明治期の 度量 衡に つ い て は 、優れ た研

究2）・3）と平明 な総説4＞−7）に負 うと こ ろ が 多い
。

3 。1　 明治初期 度量衡 と メ
ー

トル 法

　革命期 以来の フ ラ ン ス で次第に形を整 え て きた メ
ー

トル 系の 単位群 は 、19世紀なか ば過 ぎか ら国

際的普及 の 段階 に入 り、ナ ポ レ オ ン 3 世治下 の 1869年 い ご、外交 ル
ー

トを も経 由 し つ つ メ
ー

トル 条

約締結 へ の 道 を進み 、1875年に そ の 結実 を見 る に至 る 1）・8）
。 そ の た め の 外交活動が 展開 さ れ て い た

期間 に 岩倉使節団の 「回覧 」 が な され た わ け で ある が 、団員 ・田 中某 ＊ 11が欧州で 鉄 製の 分銅 を購

入 し て 帰 っ た事実2）・3） （実物 は現在、科学博物館の 所管）が度量衡史に留め られて い る もの の 、こ

の 分銅 の
一

件 も、 また そ の 他 の メ ー トル 外交関連事項 も、 『実記 』 に は全 く現 われ な い （付記 も参

照 され た い ）。

　　　　　＊ 11．団員名簿中で 該当する の は田 中光顕 （会計兼務 ・戸籍頭）か 田中不二 磨 （文部大

　　　　　　 丞）で ある 。

　 し か しなが ら明治新政府 は、ご く早 い 時期 か ら度量衡問題 を重視 し、蘭学時代以来の 、 ある い は

明治初年の
“
窮理熱

”
期 に 得た洋学知識 を基 に し て 、新 し い 度量 衡 の あ る べ き姿の 模索 を続 け て お

り、現 に 、 す こ ぶ る 革新 的な案が、学者 に よ っ て で は な く 、 政 府筋か ら大胆に 提起 され た り も した

の で あ っ た 。
と は い え、民生 ・産業に も密着する 度量衡問題 で は伝統 へ の 連接 も必要 とされ る の で 、

新政府 は
、 実態に お い て メ ー トル 制 を採用 し なが ら外見 を伝統 の 上 に据 え る と い っ た策を と らざる

を得 な くなる 。

　そ うした過渡期の さ中に あ っ て 『実記』 編者は 、日本 の 度量衡 と メ
ー トル 系の 度量衡 との

“

換算

関係
”

を ど う と らえた か 、そ れが 以下 の課題で ある 。

　こ の あ と 、

「
例言」 に 示 さ れ て い る換算関係 を、簡約 し た現代表記 で 引用する 。 記号 ＝は 、定義

と し て 等 し い の 意、記号 一は 、（計算上 ま た は物理計測上 で ）近似 的に等 し い の 意で あ る 。
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　 3 ．2　 メ ー
トル と曲尺

　　　　 1 ブ
ー

ト （「例 言 」 で は フ ィ
ー ド）〜曲尺 の 1尺 （少 し伸 びた も の と承知せ よ）。

　　　 1 メ ー
トル 〜 3尺 2 寸 9分

とあ る 。 3 者 の うち メ ー
トル と ブ ー

ト と の 関係 は詳 し く解 っ て い る。

　　　 1 ブ
ー

ト〜0．304799 メ
ー

トル （1895年）

　　　 1 ブ ー ト ＝ 0．3048 メ ー トル （1963年以 降、定義）

い っ ぽ う 、 （1）の 逆数 を取 れ ば

　　　 1尺〜O．30395 メ ー トル

（1）

23

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 （4＞
で あ る 。   を   と比 べ て み て 、 ブ ー トは 「曲尺の 少 し伸 びた もの 」 と す る の は 、「約数 ノ 見渡シ 」

（既 出、 2 ．）の 立 場で は誠 に正 当で ある 。

問題 は む し ろ 、「例言 」 の い う曲尺 の 正体 の ほ う に ある 。

　明治元年、松平慶永 の 建議で 新た な度量衡の 整備が 始 め られ る 。 管轄 した大蔵省 の初案 （明治 3
年）は、ま さ に 「 自然尺 」 に準拠 する もの で 、地球 の

「大圏円…… 1億 2 千万分 ノ 1 ヲ 以 テ 1尺 ト
定 ム

」 と し た 。 そ れが採用 されて い た とすれ ば、

　　　 1尺 〜0．33333 メ
ー

トル
　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 （5）
と な っ た 筈で 、（4｝とは大 い に違 う。 初案 は 諸藩の 反対 を受け て 廃案 とな る

。 時代 は移 り、最初の

本格的 な 「度量衡法 （明治24年）」 で は

　　　1 尺 ＝ （10／33） メ ー トル 〜O．30303 メ ー トル　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　 （6）
と確定 され る 。

こ れ も また （4）と整合 しない し、そ もそ も 『実記』 よ り十余年 も後 の 法律で あ っ て
、

比較の 対象 とする こ と自体 に無理 が あ る （た だ し後出の 3 ． 4 を見 よ）。

明治 3 年 の 案か ら同24年の 法律 に 至 る問 の 公 的な諸資料 の うち、（1）に最 も よ く近似す る記載 と

して 『制度局文書 （明治 3 年）』 の

　 伊能某ガ 実測セ ル 1度 ノ里数 二 拠 ッ テ量 レ バ 1 エ ル ハ 曲尺 3 尺 2 寸 8 分 9 厘 248二 当ル

が 注 目 され る 。
こ こ に 言 うエ ル は オ ラ ン ダ の 旧単位 el で ある が 、オ ラ ン ダは 1816年か ら メ ー ト ル

法 の 導入 を始め 、た だ し便 法 と して 旧来 の 単位名 の 踏襲 を許 した。エ ル はその 一例 で あ っ て 、『実記 』

もそ の こ とを正 し く記載 して い る 。

　　仏 ノ 1 メ
ー

トル ……
、 蘭ハ 「エ ル 」 ト称 ス （「例言 」）。 仏国 ノ制 ヲ取用 シ タ レ トモ 、其旧名ヲ

　　存 シ テ 、 1 メ
ー

トル ヲ 1 「エ ル 」 ト称ス （第 52巻）。

　そ れ で
、 上 掲 の 8 分 9 厘 ……を丸め て 9 分 とす れば 、

「
例言」 の 記述 に

一
応の 解釈が付 く。

　制度局文書 と同 じ数値 は 、明治 8 年 に大蔵省へ 提 出 さ れ た
『
尺 度比 例書 』 に も見 える 。

『実記』

編者 の 典拠 が こ れ ら の 公 的な文書 に あ っ た とす る の は、自然な解釈で あ ろ う （
“
公 的

”
で な い 諸文

書 の どれか を典拠 と し た可 能性は もち ろ ん あ るが 、その 同定に はなお 精査 を必要 とす る ）。

　上 出の伊 能は 、高名 の 測量家 ・伊能忠敬に外な らない （文中 の
“
実測

”
の 件や 7 桁 もの 数字には

検討 の 余地 が あ るが）。 また、 『実記』 （第82〜83巻） の ウ ィ
ー

ン 「万国博覧会 ノ 記 」 に は 記述 が な

い けれ ど も 、 日本の 過渡期 の 基準 の 役 を負わ さ れ た 数点 の 物指が こ の 博覧会に 出品 さ れ た2）
。

　問題 は 3尺 2寸 9分 とい う僅か 3個 の 数字の こ とに 過 ぎ な い が 、上 述 の とお り、そ こ に は
、 幕末 ・

維新期 の 科学技術の 諸相 の 反映が認め られ る の で ある 。

3 ．3　キ ロ メ ー トル と町 （ち ょ う） ・里 （り）

　　仏 の 1 キ ロ メ ー トル 〜 9 町 8 間 （けん ）で 、 4 キ ロ メ ー トル は 、 1里 よ り32問 だけ長 い

と 「
例言」 に ある 。

　　　9 町 　8 間 ＝ （9 × 60＋ 8）間 ＝ 548問 ＝ （548× 6）尺 ＝ 3288 尺
で ある 。

「例言 」 ど お り の （1）に従 っ て 換算す れば

　　　 9 町 　8 間一999．4メ
ー

トル
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で ある か ら 、 9町 8 間は 1 キ ロ メ
ー

トル の 近似値 と し て 最 も適切 で ある と言 える 。 と こ ろ が 1里 32

間は

　　　 （36× 60 × 6 十 32× 6 ）尺 ＝13152尺

で 、（1）に よ れ ば 3997．4 メ ー トル とな り、 4 キ ロ メ
ー トル の 近似値 と して 最良 と は 言 えな い （最 良

値 は 1 里 33問で 3999．4メ ー
トル ）。 し か し こ れ は単純 な誤算 ま た は誤記 と解す べ きであ ろ う。 ある

い は 単 に （9 町 8 間） × 4 ＝ 36町 ＋ 32問 ＝ 1 里32間 と した もの か 。

3 ．4 　 ヘ ク タ
ー

ル と町 （ち ょ う） ・歩 （ぶ ）

　　ヘ ク タール （「例言 」 で は ヘ ク タ
ーレ）は 、 1 町 よ り僅 か 25歩だ け多い

と 「例言 」 は説 く 。 以 下 こ れ を吟味する が 、結果は や や 意外な も の と なる。

　上 記 （1）、（4）す な わ ち
「例言」 が 採用 した換算比か ら計算すれ ば

　　　 1 歩 ＝ （6尺）2
− 3．3259 （メ ー ト ル ）2

　　　 1 ヘ ク タ
ー

ル
〜3006．7歩 〜 1 町＋ 約 7 歩

とな り、「25歩 だ け多 い 」 の 説 と食 い 違 う。
い ま仮 に （6）の 換算比 か ら計算す れ ば

　　　 1歩〜3．3058 （メ ー トル ）2

　　　 1 ヘ ク タ
ール ー3025．0001歩＝ 1町 十 25．0001歩

となり、「例言」 の 説明は
「約数 ノ 見渡 シ」 の 水準を越 え た 素晴 ら し い 合致 を呈する 。

　と は い え、（6）すな わ ち明治 24年 の 法律 で の 処置が先取 りされ うる 筈 はな い か ら 、 上 に引用 し た 『制

度局文書』、
『比例尺 度書』 以外 の 典拠 を突 きとめ なけれ ば な らな い

。 公の 資料 と して 知 られ て い る

も の の 中に
『尺度種 類廃置之議』 （明治 7 年 、大蔵省建議）が あ り、 『実記 』 編者の 目に触れ た可能

性 は高 い
。

こ の 建議 は 「度量衡法」 の 先駆 と し て の 内容 を も ち 、 （1 町 ＋ 25歩）へ の 繋 が りを暗に

含意 し て は い る の だが 、換算比 〔6）を陽に うた うも の で は な い
。

『
実記』 編者 ・久米が （1町 ＋ 25歩）

と説 い た時 の 直接の 典拠 は 未詳 と して お く外 はな い 。
つ い で に示せ ば 、 度量衡法 （明治24年） は

、

0．0001歩 を切 り捨 て た

　　　 1 ヘ ク ター ル ＝3025歩

に相当する比 を掲 げて い る 。 な お 、 『実記 』 第55巻 （プ ロ イ セ ン ）で 1 ヘ ク ター ル 〜3015歩 と し て

い る の は誤記で あろ う。

3 ，5　 リ ッ トル と立方寸 ・合 （こ う）

　　仏の 1 リ ッ トル は 1 デ シ メ ー トル 立 方の 体積で 、

　　 〜
日本の 35立方寸 6 〜 5合 5 勺

と
「例言」 は 言 う。

こ こ で は格 別の疑 問は生 じ な い 。「例言」 の換算関係 （4）か ら

　　　 1寸〜3．0395 セ ン チ メ
ー トル

で あ るが 、乗 べ きを求め る と

　　　 1 （寸）3
〜28．0806 （セ ン チ メ

ー トル ）3

となる 。 そ こ で

　　　1 リ ッ トル ＝ 1 （デ シ メ
ー

トル ）3 ＝ 1000 （セ ン チ メ
ー

トル ）3

　　　　　　　 〜35．612　（「tr）3

が得 られ 、下 位を切 り捨 て れ ば
「例言」 に

一
致する 。

　一方 、 旧幕時代か ら 一貫 し て

　　　 1 升
一64827 （分）3

と さ れ て きて い る の で 、そ れ と （7）と か ら

　　　 1 リ ッ トル
〜0．5493升 〜 5合 5勺

と辿 る こ とが で きる 。

（7）

（8）

既 出 （6）の 比 す なわ ち 明治 24年以 降の 法定換算 関係 を使う場 合に （7）、（8）が か な り違 っ て くる こ
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とは注意 を要する 。

3 ．6 　グ ラ ム と銭 （せ ん ）

　　仏 の 1 グ ラ ム （
「
例言」 で は ガ ラ ム ）は 、体積 1 セ ン チ メ

ー
トル 立 方 （「例言 」 で はサ ン チ メ ー

　　 トル 立 方） の 蒸溜 水 の 質量で 、〜
日本の 266銭強

　　 1000グ ラ ム r＝1 キ ロ グ ラ ム （「例言 」 で は キ ロ ガ ラ ム ）

とある 。 そ の 来歴 は簡明で ある 。

　大蔵省初案 （明治 3 年、前 出 3 ．2） の
「
自然度」 構想 は 、「 1立方 （新）尺の 蒸溜水 の 質量 の

（1／10000）」 に準拠する もの で あ っ たが 、 こ れ も廃案 と な り 、 翌 4 年の 造幣寮の
「
新貨条例 ： で

　　　 1 銭 〜3．756574 グ ラ ム 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（g）
と され、同年内の 太政官布告で

　　　1 銭 〜3．756521グ ラ ム 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
と修正 され る 。 そ れぞれ の 逆数 は

　　　 1 グ ラ ム 〜O．266200ee

　　　 l グ ラ ム 〜O．266204銭
で あ っ て 、い ず れ に し て も 「例言 」 の 266銭強 と合 う。 ち な み に後 （明治24年〉の 「度量衡法」 以

降に流布す る こ と に な る の は 、銭 を匁 と改称 した うえ で

　　　 1 匁 ＝ （15／4 ） グ ラ ム ＝・3、75グ ラ ム 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）
つ ま り

　　　 1 グ ラ ム ーO．26667匁
とす る もの で ある か ら 、 267弱 で な け れ ば な ら な い

。

「例言」 の 266強の 典拠 は 「新貨条例 」 と解 さ

れ る 。

3 ．7 　キ ロ グ ラ ム と斤 （き ん ）

　　 3 キ ロ グ ラ ム ー
日本 の 5斤

と 「例言 」 は述 べ る 。 斤 も 、 地方お よ び 職種 によ り区々 で あ っ て 、今 日 の パ ン な どの 1斤 は
“
本来

”

120匁〜449グ ラ ム だ が、主 流 と して

　　　 1斤＝160匁

が長 く行 わ れ て きて い た 。 そ こ で （9）、 （10）、（11）か ら、 5斤 を求め る と、それぞ れ

　　　 5 斤 〜3005 ．3グ ラ ム

　　　 5 斤〜3005．2グ ラ ム

　　　 5 斤：＝3000グ ラ ム

と なる 。

「
例言 」 の 3 キ ロ グ ラ ム 〜 5斤 は、

「
約数」 と して 極 め て 適切で あ り、来歴 に も疑問は な い

。
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The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Historioal 　Metrology 厂　Japan

8 ）高田 ： 『単位 の 進 化』、
1970

、 講談社 。

付記 ：大谷亮吉編著 『伊能忠敬 』 （1917， 岩波書店）p．271 に 引用 され た友松氏敬 の
「
日本度量 衡志

　　稿』
＊ 12の 一節 に よ れ ば、

“

明治 5 年、大使 の 洋行 の 際、大蔵省は大使 に請い 命度 （メ
ー

トル ）

　　法の 器 を フ ラ ン ス で購入
……”

の ほ か、同 11年 パ リ万博の 副総裁 ・松方が フ ラ ン ス で 度量精器

　　 を購 い 、また同13年に は随行吏員が命度法 の 原 器お よ び刻度器、較尺器 を送 り……等の こ とが

　　 あ っ た と さ れ 、日中 （清）英仏 4 国 の 尺度の 比較表 ＊ 13が示 され て い る 。 明治 5年末、岩倉使

　　節団 は フ ラ ン ス に 入る けれ ど も、『実記』 が度量衡器購入 の 件に 触れ て い な い こ と は既報 （3 ．

　　　1） の と お りで あ っ て 、鉄 製分銅の 件 （3 ，1） と併せ て 、こ れ もまた今後の 研究課題 に数 え

　　 られ る べ き もの で あ る 。

　　　　　　＊ 12．正 し くは 『……誌稿』。 明治初 年の 政 府内 の 度量衡担 当者 中の 論客 ・友松 の 書で

　　　　　　　　ある が 、関東大震災で 焼失 し た と さ れ て い る 。

　　　　　　＊ 13．比較の 結果 は 、本報 3 ．2 の （6）に一致 し て い る 。
こ こ に も、無視 し が た い 研究課

　　　　　　　　題 が認 め ら れ る 。

【底 本 と して ， 久米 邦武編 ・田 中彰 校 注 「特命 全権大使　米欧 回覧 実記 』， 岩 波文 庫 ， 5 分 冊 ，

1977〜1982年 を用 い た 】

【こ の 論文 は ， 文 部省 ・科学技術費補助 金 ［昭 和 61〜63年度，課題番号 61460241］に よ る 『明 治初

期
・岩倉使節団米欧 回．覧実記 の 科 学技術 史的研究 』 の 成果 の

一部 を成す もの で あ り， 同研 究の 成果

報告書 （平成元年 1 月，北 海 道大学 『米 欧回覧実記』 研 究班 ）に発 表 された 】

Weights　and 　Reasures　dealt　with 　in　the　lwakura　Emb 與ssy 　ltinerary（1878）

Seiji　TAKATA

　The 　Iwakura　Embassy 　Itinerary
，
　published　in　l878　and 　now 　available 　as　5　volulnes 　of 　the

Iwanami −Bunko （edited 　and 　annotated 　by　A ．　Tanaka ），　was 　originally　compiled 　by　Kunitake

Kume （1838−1931），
　who 　was 　a　member 　of　the　Embassy 　and 　later　became　known 　as 　a　dominant

scholar 　of　history　of　Japan．　He 　took　great 　care 　in　co 【nparative 　evaluation 　of 　the　weights 　and

measures 　of 　foreign　countries 　which 　the　Embassy　visited　from 　1871　through　1873　and 　he

described　them 　anallytically 　in　the　Itinerary　together　with 　theiτ numerical 　relationship 　to

Japanese　weights 　and 　measures ．　In　this　paper 　discussed　are 　his　manner 　in　assessing 　the　weights

and 　measures 　as 　well 　as 　the　possible　sources 　of　information　he　could 　manage 　at　the　time　of

compilation ，　Emphasis 　is　laid　on 　the　problem 　of　conversion 　of 　foreign　units 　of 　length，　area ，

capacity 　and 　weight 　to　Japanese　ones 　which 　were 　just　at　the　stage 　of 　new 　consolidation 　with

implicit　reference 　to　the　Metric　System
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